
  

 

上記の「」は、１１月１６日（土）の村 PTA・家庭教育学級合同研究大会において、 

 講師の香川憲一氏（香川ランチグループ代表）が、「夢を叶えるコツ」という講演の中で 

紹介した言葉「３つの D」です。 

  「どうせ～」「でも～」「だって～」の「～」の部分に当てはまるで言葉を考えてみれば 

 分かるとおり、どちらかというと「後ろ向き(ネガティブ)」な表現になります。 

  振り返ってみると、自分の思いどおりに物事が進まなかったり、こちらに非があること 

を棚に上げて他者を批判したり、言い訳したりしたときに使っていたなあ、と講演を聴き、 

今更ながら反省を覚えた次第です。 

  小学校段階では、発達段階上「自分中心」の考え方をする傾向が強いため、子ども達の 

会話の中で、時々聞こえてくることがあります。 

  香川氏は、「ご家庭で子どもさんに『夢はある？』と聞いてみてください。」「未だ決まっ 

てない場合は、あわてて決めさせないで。」「夢は、自身の中から血湧き肉躍ってくるもの」 

「具体的に決める」「情熱と努力も必要」「必ず挫折がくると心得よ」「未だ決まってなくて 

も、素直に生きていれば長所や適性が見出されていく」等々と語られました。 

 夢を叶えるためには、ネガティブな「３つの D」は、極力使わない。 

加えて、「チャレンジしてないのに『できない』（香川氏曰く「悪魔の D」）」と言わせない」 

「赤ちゃんが、ハイハイからつかまり立ち、２足歩行ができたように」「人類が月へ行き、 

スマホを開発したように」可能性を信じ、教育を仕事とする者として、親としても大きな 

 示唆を与えていただいた講演でした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 持久走大会結果＜各学年１位＞ 

 １年生（７５０ｍ）   栩川 仁   ３分３９秒 

２年生（７５０ｍ）   栩川 莉湖  ３分７秒 

３年生（９５０ｍ）   那須 翔   ３分５８秒 

４年生（９５０ｍ）   栩川 菜々花 ３分４４秒 

５年生（１１４０ｍ） 那須 響   ４分２８秒※ 

６年生（１１４０ｍ） 西村 凌    ４分３３秒※ 

＜躍進賞＞ 

（試走や昨年度よりも記録を縮めた児童） 

１年生 那須笑茉里 １８秒短縮（試走比） 

２年生 椎葉 咲耶 ５４秒短縮（昨年度比） 

３年生 椎葉 蒼介 ２４秒短縮（試走比） 

４年生 山本 悠士 ３５秒短縮（昨年度比） 

５年生 椎葉一桜李 １６秒短縮（試走比） 

６年生 那須淳之介 ６０秒短縮（昨年度比） 

 

 

６日（月）始業式（給食あり）、村消防出初式 

７日（火）身体計測・視力検査 

８日（水）誕生日給食 

１０日（金）椎葉中入学説明会（６年） 

１５日（水）CRT テスト 

１６日（木）避難訓練（火災想定） 

１７日（金）小崎小との交流（午後） 

２６日（日）学習発表会・PTA バザー 

（給食なし・４時間授業） 

２７日（月）振替休業日 

２８日（火）集金日（～３０日まで） 

３０日（木）給食感謝集会 

１ 

「どうせ～」「でも～」「だって～」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 良い年をお迎えください。 
 「月日は百代の過客（はくたいのかかく） 

にして、行きかふ年もまた旅人なり」 

とは、松尾芭蕉の「奥の細道」の一節。 

「月日は永遠の旅人であり、来ては過ぎ 

ゆく年もまた旅人のようなものである」 

という意味です。 

平成３１年から令和元年へと移った今年 

も、あっと言う間に過ぎようとしています。 

 来年は、いよいよ東京オリンピック・パ 

ラリンピック開催の年です。 

 椎葉村、椎葉小、児童・保護者、地域の

皆さんにとって、良い年になることを祈っ

ております。 

  


